
「自分」「学び」「進路」を発見し、
海洋を舞台に、新たな未来を切り拓く

1年次

２年次

～

４年次
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海洋安全システム科学科

現在世界が抱える諸問題は、従来の細分化された学問的枠

組みでは解決できません。本学科は、自然科学の基礎を身に

付けた上で、港湾施設や沿岸域の防災・減災、海上輸送の安

全、環境計測と放射線科学、エネルギー開発など、学際的な

研究・教育を展開。安全・安心な社会環境の整備と確立に貢

献できる人材を育てます。

環境保全、自然エネルギー開発、防災・減災……
時代が要請する分野を体系的に学ぶ

　2008年、日本政府が策定した海洋基本計画では、「海洋に関わる事象は相互に密接に関連していることから、海洋立国を支える人材には、
多岐にわたる分野につき総合的な視点を有して事象を捉えることのできる幅広い知識や能力を有する者を育成していくことが重要」と謳われ
ています。大学にも、学際的な教育・研究を推進するため、カリキュラムの充実が求められているのです。
　こうした中、神戸大学海事科学部は、急速に進む海事社会の変化や大学教育のグローバル化、社会の要請に対応すべく、総合大学としての
メリットを生かしながら、これまで以上に学際的・総合的な教育研究を行える体制を構築しています。2013年度には学科を改組すると同時に
教育体系を改善し、現在に至っています。

自分発
見

学び発
見

進路発
見

グローバル輸送科学科

物流の現場を担う海事技術者の養成課程を包含する「航海

マネジメントコース」と、より広く空・海・陸の交通と輸送に関

わる経営管理のスペシャリストを養成する「ロジスティクス

コース」の2コースを開設。工学や情報科学だけでなく、経

済・経営・法学分野も充実したカリキュラム編成により、総合

性とともに、高度で深い専門性を追究します。

理工系学問をベースとした専門性を培い
大陸間のグローバル輸送をマネジメントする

マリンエンジニアリング学科

大型船舶の海事技術者を養成する科目を含む「機関マネジ

メントコース」と、熱工学・材料力学・流体力学・電気電子工

学・環境科学に関わる技術を習得する「メカトロニクスコー

ス」の2コースを開設。広い範囲の基礎科学と工学をバラン

スよく学んだ上で、より高度かつ専門的な研究テーマに取り

組みます。

要素技術とプラントの全体といった
「部分と全体」が見渡せる総合エンジニアを育成

Q
A 　一般入試においては、まず大学入試セ

ンター試験で、国語、地理歴史・公民、数
学、理科、外国語から５教科７科目を受
験する必要があります。前期日程では、
数学、理科、外国語、後期日程では、数
学、外国語が出題されます。その他、「志」
特別入試、推薦入試も実施しています。詳
しくは、30ページをご覧ください。

●第一専門科目

●第二専門科目

●他学部開設科目

●学科共通科目

●第一専門科目

●第二専門科目

●他学部開設科目

●学科専門科目
　（輸送計画分野、
　経営数理分野）

●他学部開設科目

●学科共通科目

●第一専門科目

●第二専門科目

●他学部開設科目

Q&A
入試教科・科目について、
教えてください。

Q
A 　海事科学部では、次の学科（コース）に

配属された学生のみ、２年次以降に船
舶実習を履修します。
●グローバル輸送科学科　航海マネジ
　メントコース
●マリンエンジニアリング学科

船舶実習について
教えてください。

Q
A 　海事科学部では、入試受験科目に数Ⅰ・

数Ⅱ・数Ⅲ・数Ａ・数Ｂ・理科（物理を含
む2科目）を課しており、文系向けの学習
だけでは、合格は難しいかもしれませ
ん。また、入学後も、高校で数学・物理学
が既習であることを前提とした科目が開
講されます。

文系出身でも学びに
ついていけますか？

就　職

全学共通科目
学部共通科目／基礎的な科目、学部に特徴的な科目

海洋安全システム科学科グローバル輸送科学科 マリンエンジニアリング学科

航海マネジメントコース 機関マネジメントコース

ロジスティクスコース メカトロニクスコース

学科選択

進学選択

コース選択コース選択

●学科専門基礎科目

●学科専門科目

●他学部開設科目

●学科共通科目 ●学科共通科目

※必修＝必修科目、選択＝選択科目
※海技教育（船舶職員養成教育）は、グローバル輸送科
学科航海マネジメントコースおよびマリンエンジニアリ
ング学科機関マネジメントコースで行います。

船舶実習の配当年次
下記は卒業要件です。なお、海技免許（航
海士、機関士）を取得するためには「船舶
実習（１～３）」を修得の上、学部卒業後
の乗船実習科において６か月の船舶実習
が必要です。

学
科
・コ
ー
ス

1
年
次

2
年
次

3
年
次

4
年
次

グローバル
輸送科学科

マリンエンジニア
リング学科

航
海
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

コ
ー
ス

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス

コ
ー
ス

機
関
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

コ
ー
ス

メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス

コ
ー
ス

な し

な し

な し

な し

な し

な し

な し

な し

な し

船舶
実習１

（必修）

船舶
実習2

（必修）

船舶
実習3

（選択）

船舶
実習2

（選択）

船舶
実習3

（選択）

船舶実習１
（必修）

海
洋
安
全
シ
ス
テ
ム
科
学
科海事科学研究科 博士課程前期課程 

海事科学専攻（修士課程）

海事科学研究科 博士課程後期課程 
海事科学専攻（博士課程）

大学院
（2年間）

大学院
（3年間）

乗船実習科
（6か月間）

海事科学部 3学科概要


